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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成29年8月31日(2017.8.31)

【公開番号】特開2015-63120(P2015-63120A)
【公開日】平成27年4月9日(2015.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-023
【出願番号】特願2014-152403(P2014-152403)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/14     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/155    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/14     ２０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/155    　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ４０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/14     ６１１　

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を吐出するために利用されるエネルギーを発生する複数の記録素子と、
　複数のバッファ回路を直列に接続して構成され、前記記録素子を駆動するためのヒート
イネーブル信号が前記複数のバッファ回路に遅延されながら転送される第１の遅延バッフ
ァ群と、
　複数のバッファ回路を直列に接続して構成され、前記ヒートイネーブル信号が前記第１
の遅延バッファ群の複数のバッファ回路の並びと異なる方向に、前記複数のバッファ回路
に遅延されながら転送される第２の遅延バッファ群と、
　制御信号に従って、前記第１の遅延バッファ群と前記第２の遅延バッファ群とを切り替
えることによって、前記複数の記録素子それぞれを駆動するための前記ヒートイネーブル
信号を用いる場合の遅延順序を切り替える切り替え回路を有することを特徴とする素子基
板。
【請求項２】
　前記複数の記録素子を駆動する複数のトランジスタをさらに有し、
　前記ヒートイネーブル信号は、前記第１の遅延バッファ群と前記第２の遅延バッファ群
のいずれかから前記複数のトランジスタに転送されることを特徴とする請求項１に記載の
素子基板。
【請求項３】
　前記複数のトランジスタを駆動するための、複数のゲートで構成されるゲート群と、
　前記ゲート群に含まれる前記複数のゲートを時分割でアクティブにする選択回路とをさ
らに有し、
　前記ヒートイネーブル信号は、前記ゲート群を介して、前記第１の遅延バッファ群と前
記第２の遅延バッファ群のいずれかから前記複数のトランジスタに転送されることを特徴
とする請求項２に記載の素子基板。
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【請求項４】
　前記制御信号は一定時間毎に論理レベルが反転し、
　前記切り替え回路は前記制御信号に基づいて前記一定時間毎に前記遅延順序を切り替え
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の素子基板。
【請求項５】
　前記一定時間とは、前記複数の記録素子によって構成される記録素子列により１列の記
録がなされるのに必要な時間であることを特徴とする請求項４に記載の素子基板。
【請求項６】
　前記素子基板は、
　　前記複数の記録素子からなる記録素子列を少なくとも２列分以上備え、
　　前記少なくとも２列分以上の記録素子列それぞれに対応して、前記切り替え回路を複
数、備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の素子基板。
【請求項７】
　前記制御信号の論理レベルを反転させるインバータ回路をさらに有することを特徴とす
る請求項６に記載の素子基板。
【請求項８】
　前記制御信号により、前記複数の記録素子列ごとに当該記録素子列に含まれる記録素子
の遅延順序を異ならせることを特徴とする請求項６に記載の素子基板。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の素子基板を用い、
　前記複数の記録素子に対して、前記ヒートイネーブル信号を供給することにより、前記
複数の記録素子により記録を行うことを特徴とする記録ヘッド。
【請求項１０】
　前記記録ヘッドは記録媒体の幅に対応した記録幅を持つフルライン記録ヘッドであるこ
とを特徴とする請求項９に記載の記録ヘッド。
【請求項１１】
　前記記録ヘッドは記録媒体にインクを吐出して画像を記録するインクジェット記録ヘッ
ドであることを特徴とする請求項９又は１０に記載の記録ヘッド。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のインクジェット記録ヘッドを用いて記録を行う記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　即ち、液体を吐出するために利用されるエネルギーを発生する複数の記録素子と、複数
のバッファ回路を直列に接続して構成され、前記記録素子を駆動するためのヒートイネー
ブル信号が前記複数のバッファ回路に遅延されながら転送される第１の遅延バッファ群と
、複数のバッファ回路を直列に接続して構成され、前記ヒートイネーブル信号が前記第１
の遅延バッファ群の複数のバッファ回路の並びと異なる方向に、前記複数のバッファ回路
に遅延されながら転送される第２の遅延バッファ群と、制御信号に従って、前記第１の遅
延バッファ群と前記第２の遅延バッファ群とを切り替えることによって、前記複数の記録
素子それぞれを駆動するための前記ヒートイネーブル信号を用いる場合の遅延順序を切り
替える切り替え回路を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
　また本発明を別の側面から見れば、上記構成の素子基板を用い、前記複数の記録素子に
対して、前記ヒートイネーブル信号を供給することにより、前記複数の記録素子により記
録を行うことを特徴とする記録ヘッドを備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また本発明を別の側面から見れば、上記構成の記録ヘッド、特にインクジェット記録ヘ
ッドを用いた記録装置を備える。
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